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町町のの遠く遠くの  の  応 援 団応 援 団
あなたは知っていましたか。
県外から町を応援してくれる人たちがいること…。

会津坂下町議会議長　

赤 城　大 地

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
、

町
議
会
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

奇
祭
大
俵
引
き
が
４
０
０
年
目

を
迎
え
た
こ
と
に
始
ま
り
、
町

政
70
周
年
な
ど
様
々
な
場
面
で

節
目
を
迎
え
た
一
年
で
あ
り
、

改
め
て
先
人
の
ご
尽
力
に
想
い

を
馳
せ
、
感
謝
す
る
こ
と
が
多

い
一
年
で
し
た
。
本
年
も
皆
様

に
と
っ
て
笑
顔
溢
れ
る
年
と
な

る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
町
政
に
目
を
向
け
れ
ば
、

新
庁
舎
の
建
設
に
関
し
て
議
論

が
前
進
し
、
建
設
の
準
備
が

着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
物
価
高
騰
対
策
は
喫
緊
の

も
の
で
あ
り
、
町
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
議

論
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
町
民
と
議
会
が

乖
離
す
る
こ
と
な
く
、
町
民
に

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
戴
で
き
れ

ば
幸
い
で
す
。

新年のご挨拶

　私は、髙橋ヒロシ
先生とは幼稚園・小
学校・中学校・高校
と一緒でずっと仲が
良く、還暦を迎えた
今でも、帰ってくれ
ば坂下で過ごしてい
た頃の思い出話に花
を咲かせ、家族ぐるみでお付き合いさせて
いただいております。

　60歳にして、新作
に取り組むヒロシ先
生には本当に偉大さ
を感じます。
　坂下高校の閉校式
に講師としてお呼び
する予定でしたが、
コロナの時期もあ

り、中止になったことは大変残念でありま
した。

髙橋ヒロシ先生の同級生
消防団団長　長谷川孝一さんが語る

会 津 坂下町会 津 坂下町

長谷川 孝一さん
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町町のの遠く遠くの  の  応 援 団応 援 団
クローズ×クローズ×

あなたは知っていましたか。
県外から町を応援してくれる人たちがいること…。

役場玄関前に設置されているマンホール蓋

皆
さ
ん
は
役
場
玄
関
前
に
設
置
さ
れ

た
「
ク
ロ
ー
ズ
」
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に

お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
こ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
つ
い

て
、
建
設
課
上
下
水
道
班
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

建
設
課
上
下
水
道
班
で
は
、
会
津
坂

下
町
出
身
の
漫
画
家
・
髙
橋
ヒ
ロ
シ
氏

の
作
品
「
ク
ロ
ー
ズ
」
と
連
携
し
、
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
を
制
作
し
ま
し

た
。本

デ
ザ
イ
ン
は
「
ク
ロ
ー
ズ
」
の
主

人
公
で
あ
る
坊
屋
春
道
を
、
今
回
の
マ

ン
ホ
ー
ル
蓋
の
た
め
に
描
き
下
ろ
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
制
作
に
あ

た
っ
て
は
、
プ
リ
ン
ト
加
工
で
は
な
く

鋳
鉄
型
と
す
る
こ
と
で
、
経
年
に
よ
る

風
合
い
の
変
化
も
楽
し
め
る
仕
様
と

な
っ
て
お
り
、
作
品
の
世
界
観
と
も
調

和
し
た
仕
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
あ
え
て
着
色
を
施
さ
ず
、
黒

色
を
基
調
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
こ

と
で
、
落
ち
着
い
た
印
象
の
マ
ン
ホ
ー

ル
蓋
と
し
て
町
並
み
に
自
然
に
溶
け
込

む
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
本
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を
活
用

し
、
下
水
道
事
業
へ
の
理
解
促
進
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
で
す
。

さ
り
げ
な
く
町
に
溶
け
込
む
デ
ザ
イ

ン
を
通
じ
て
、
経
年
変
化
も
含
め
た

「
エ
イ
ジ
ン
グ
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

と
と
も
に
、
観
光
振
興
の
一
助
と
な
る

こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
あ
と
9
種
類
を
作
成
し
、

町
内
各
所
に
設
置
し
て
い
く
予
定
と
の

こ
と
で
し
た
。

代表作：クローズ、
WORST、QP など
クローズは髙橋ヒ
ロシ先生の母校で
あります旧坂下高
等学校がモデルと
なっています。

髙橋 ヒロシ 先生

母校である旧坂下高等学校

会津坂下町イメージキャラクター
バンビィ

会 津 坂下町会 津 坂下町

今回ご紹介するのは、
会津坂下町出身

漫画家
髙橋ヒロシ先生

です！

ふるさと
会津坂下町への
ＰＲができて

うれしいです。
会津坂下町の
発展を願って

います。
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定例会
新
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
、
福
島
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
が
所
有
す
る
旧
坂
下
厚
生
総
合
病
院
敷
地

を
取
得
す
る
た
め
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年　
第
４
回
定
例
会

令
和
７
年　
第
４
回
定
例
会  

旧
坂
下
厚
生
総
合
病
院
敷
地

旧
坂
下
厚
生
総
合
病
院
敷
地

を
取
得

を
取
得

　
第
４
回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し　

12
月
４
日（
木
）～
12
日（
金
）の
９
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し

た
。

８
日
と
９
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９
名
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　
庁
舎
位
置
が
変
更
に
な
る
こ
と
で
、
道
路
網
の

考
え
方
も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
新
庁
舎
建

設
予
定
地
内
に
都
市
計
画
の
道
路
を
造
る
考
え
は
あ
る

の
か
。�

（
髙
久
敏
明
議
員
）

る
。　
現
時
点
で
は
、
新
庁
舎
建
設
予
定
地
内
に
都
市

計
画
道
路
を
造
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�

（
建
設
課
長
）

　
　
　
敷
地
の
境
界
線
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。�

（
五
十
嵐
一
夫
議
員
）

る
。　
福
島
県
厚
生
連
と
協
議
し
仮
契
約
し
て
い
る
の

で
、
今
の
境
界
線
の
中
で
購
入
し
、
今
後
に
つ

い
て
も
、
こ
の
境
界
線
の
中
で
町
民
の
皆
様
と
レ
イ
ア

ウ
ト
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

（
庁
舎
整
備
課
長
）

問答問答

今
回
の
財
産
取
得
は
、
町
民
と
の
議
論
が
不
足
し
て

い
る
。

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
に
※

付
託
し
継
続
審

査
と
し
て
、
次
回
の
定
例
会
の
中
で
審
議
す
る
べ
き
で

あ
る
。

※
付
託

　
議
案
の
審
査
を
他
の
機
関
に
委
ね
る
こ
と

委
員
会
付
託
す
る
こ
と
に
対
し

　
　
賛
成
　
少
数

委
員
会
付
託
と
な
ら
ず
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

詳
細
が
明
ら
か
に
…

用
地
取
得
に
対
す
る
質
疑

委
員
会
付
託
し
、
継
続
審
査
を

五
十
嵐
一
夫
議
員
よ
り
待
っ
た
！

結
果
は
…

土地の詳細
名　称 旧坂下厚生総合病院敷地

場　所 会津坂下町字逆水50番地1

面　積 14,791.19㎡

取得額 2億9,301万3,473円

契約先 福島県厚生農業協同組合連合会
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定例会

こ
れ
ま
で
要
綱
に
基
づ
き
支
給
し
て
い
た
入
学
祝
金

に
つ
い
て
、
法
的
根
拠
を
明
確
化
し
、
継
続
的
か
つ
安
定

的
に
実
施
す
る
た
め
、条
例
と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

小
中
学
校
入
学
祝
金
支
給
を
条
例
化

条 例

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
髙
久　
敏
明

五
十
嵐
孝
子

目
黒　
克
博

物
江　
政
博

横
山　
智
代

小
畑　
博
司

佐
藤　
宗
太

五
十
嵐
正
康

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　
孝
一

酒
井　
育
子

山
口　
　
享

赤
城　
大
地

議案第 74号
財産の取得について ○

欠
席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○
議
長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。　　○：賛成　×：反対　　　議長は採決に加わりません。

私はこう判断！私はこう判断！
賛否の分かれた議案

（万円未満四捨五入）

　 補正額 補正後の額 理　由

一 般 会 計 １億6,796万円 99億8,527万円 有害鳥獣侵入防止柵購入補助金の増
額、小中学校の施設修繕など

特
別
会
計

介 護 保 険 107万円 24億3,987万円 介護保険システム改修費用の確定など

企
業
会
計

水道（収益的支出） 308万円 4億8,439万円 消火栓修繕に対する上水道事業負担金
の増など

下水道
収益的支出 118万円 4億50万円 古町川尻マンホールポンプの清掃業務

など
資本的支出 143万 6億3,819万円 浄化センター監視通報装置更新工事

支給額
支給額

小学校入学祝金 3万円

中学校入学祝金 7万円

「
暴
風
特
別
警
報
」
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
、
火

入
れ
を
中
止
す
る
規
定
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

条 例

森林やその周囲1キ
ロメートルの範囲内
にある原野などの土
地で、立木や雑草を
面的に焼却する行為
のことです。
※火入れには許可が
必要です。

「火入れ」ってなに？

陳情の結果

件　　名 陳　情　者 結 果

第１号 物価上昇に見合う年金引き上げを求める意
見書の提出について

全日本年金者組合福島県本部
執行委員長　佐藤　征司

採択

損
害
賠
償
額
の
確
定

その他
町
営
古
町
川
尻
住
宅
で
発
生
し
た
漏
水
事
故
に
つ
い

て
、
示
談
が
成
立
し
た
た
め
損
害
賠
償
額
を
確
定
す
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

補 正 予 算
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一般質問は議員が町政全般について、現状や方針を問うものです。　
一人あたりの持ち時間は答弁を含めて50分間です。今定例会では９人が登壇しました。
掲載している内容は質問者自身が要約し、広報広聴特別委員が校正したものです。
QRコードから、各議員の一般質問の映像をご覧いただけます。
また、会議録もホームページでご覧いただけます。

手続きは簡単。
受付簿に名前を書くだけ！
第１回定例会は、令和８年度予算の
審議が行われます。

議会を傍聴してみませんか？ 【令和 8 年第 1 回定例会日程（予定）】
2月 26日(木) 招 集 日

3月

２日(月) 一 般 質 問
３日(火) 一 般 質 問
６日（金） 予算特別委員会（一般会計）
９日（月） 予算特別委員会（特別会計）
11日（水）最 終 日

※日程は変更になる場合があります。

これでいいのか！

町 政

YouTube
(議会トップページ) 会議録

般一 質 問

通告の順番により質問がされました

順番 議席番号 氏　名 通　告　内　容

１ 10 五十嵐一夫 町の賑わい活性に提言　ほか

２ １ 髙久　敏明 新庁舎の建設計画について　ほか

３ ７ 佐藤　宗太 地域振興施設について　ほか

４ 13 山口　　享 農業・商業の担い手確保について　ほか

５ ８ 五十嵐正康 食文化振興と観光PRについて　ほか

６ ６ 小畑　博司 獣害対策の今後について問う　ほか

７ 9 青木美貴子 子どもや高齢者、障がい者を含めた支援について　ほか

８ ５ 横山　智代 少子化対策について　ほか

９ ３ 目黒　克博 当町の除雪対策について　ほか



一
般
質
問

7 あいづばんげ議会だより 220号（令和８年１月23日発行）

五
い が ら し

十嵐  一
かず

夫
お

 議員

　
　
　
新
庁
舎
の
建
設
に
よ
っ
て
住
民
生

活
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
ど
の

よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
と
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　
現
在
策
定
中
の
新
庁
舎
建
設
基
本

計
画
の
中
で
①
町
民
の
安
全
を
守

る
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
、
②
来
庁
者

に
優
し
い
便
利
で
分
か
り
や
す
い
庁
舎
、

③
効
率
的
で
利
用
し
や
す
い
行
政
機
構
を

備
え
る
庁
舎
、
④
経
済
性
に
優
れ
た
庁

舎
、
⑤
町
民
が
集
い
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る

庁
舎
、
の
５
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
策
定

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
行
政
機
能
の
集
約

を
図
る
こ
と
で
、
住
民
の
利
便
性
が
大
幅

に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
耐
震
性
能
を
備

え
緊
急
時
の
ア
ク
セ
ス
に
も
優
れ
た
庁
舎

を
整
備
す
る
こ
と
は
、
町
民
の
安
心
安
全

に
も
寄
与
し
、
住
民
生
活
の
質
が
総
合
的

に
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

髙
たか

久
く

　敏
とし

明
あき

 議員   

新
庁
舎
建
設
の
今
後
は

坂
下
の
地
酒
で
乾
杯
し
よ
う

長
期
的
な
財
政
負
担
の
軽
減
と
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

ま
ず
新
春
交
歓
会
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す

ま
ち
の
未
来
を
考
え
て

「
発
酵
の
ま
ち
」
ば
ん
げ

現
庁
舎
跡
地
の
地
域
振
興
施
設
の

整
備
計
画
は

町
民
の
方
々
の
意
見
や
要
望
を
反
映

さ
せ
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

　
　
　
地
域
振
興
施
設
は
、
新
庁
舎
の
計

画
と
同
時
期
に
検
討
を
開
始
す
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
の
見
解
は
。

　
　
　
現
在
、
地
域
振
興
施
設
の
整
備
を

円
滑
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
庁
内

に
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体
的
な

検
討
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

２
月
頃
に
は
町
民
の
方
々
と
の
「
対

話
」
を
最
重
要
視
し
た
座
談
会
を
開
始
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
様
々
な
意
見
や
要

望
を
お
聞
き
し
、
基
本
計
画
の
策
定
段
階

か
ら
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
、
町
民
の

方
々
と
共
に
地
域
振
興
施
設
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
新
庁
舎
建
設
事
業
費
と
財
政
負
担
の
上

限
は
。

問
新
庁
舎
の
省
エ
ネ
、
省
資
源
化
へ
の
取

り
組
み
は
。

問答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

　
　
　
町
の
賑
わ
い
活
性
に
提
言

坂
下
で
も
、
坂
下
の
酒
、
地
域
の

酒
器
で
乾
杯
を
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

る
。　
交
歓
会
等
で
「
坂
下
の
地
酒
で
乾

杯
」
は
、
町
を
訪
れ
る
方
に
町
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
有
意
義
な
機
会

で
あ
り
、
１
月
開
催
の
新
春
交
歓
会
で
坂

下
の
酒
、
甘
酒
で
乾
杯
す
る
よ
う
準
備
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
「
発
酵
の
ま
ち
」
こ
れ
か
ら
の
事

業
展
開
は
。

る
。　
来
年
度
の
「
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
特
別
企
画

と
し
て
、「
会
津
坂
下
発
酵
祭
」「
あ
い
づ

坂
下
ま
ち
歩
き
」「
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー

ル
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

問答問答

　
　
　
名
誉
町
民
春
日
八
郎
氏
を
讃
え
、

歌
謡
祭
な
ど
を
推
進
し
て
い
こ
う

で
は
な
い
か
。

る
。　
こ
れ
ま
で
顕
彰
事
業
委
員
会
、
偲

ぶ
会
の
協
力
で
全
国
カ
ラ
オ
ケ
大

会
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
両
委
員

会
の
皆
様
と
協
議
を
し
て
事
業
実
施
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
の
創
設
を

現
行
基
金
運
用
を
継
続
し
て
ま
い

り
ま
す

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
事
業
に
割
り

当
て
、
基
金
管
理
を
明
確
に
す
べ

き
で
な
い
か
、
基
金
の
創
設
を
提
言
す

る
。

る
。　
「
特
定
目
的
基
金
」
の
創
設
は
寄

附
金
の
流
れ
を
よ
り
明
確
に
で
き

る
こ
と
や
、
寄
附
金
の
趣
旨
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
町
民
や
寄
附
者
に
示
せ
る
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
寄
附
実
績
を
公

開
し
、
使
い
道
を
明
確
に
し
て
い
る
の

で
、
現
行
の
基
金
運
用
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答問答

新春交歓会
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山
やまぐち

口　　享
すすむ

 議員

　
　
　
地
域
振
興
施
設
の
果
た
す
べ
き
役

割
や
機
能
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
町
民
の
方
々
に
愛
着
を
も
っ
て
い

た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
町

民
の
方
々
と
の
対
話
を
通
し
て
、
計
画
立

案
段
階
か
ら
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
意
見
や
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
思
い
を
共
有
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　
　
　
土
地
取
得
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
新
庁
舎
建
設
予
定
地
を
現
在
の
位

置
と
し
た
当
時
に
、
所
有
者
に
対

し
購
入
を
約
束
し
た
土
地
を
含
む
範
囲
と

考
え
て
お
り
、
順
次
、
土
地
取
得
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

道
の
駅
あ
い
づ
で
、
テ
ス
ト
キ
ッ

チ
ン
等
設
置
の
検
討
は

既
存
の
施
設
や
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

活
用
し
て
い
き
ま
す

　
　
　
売
り
場
面
積
の
拡
大
を
検
討
で
き

な
い
か
。

問答問答問

　
　
　
消
防
団
の
抜
本
的
改
革
、
班
域
の

見
直
し
は
。

　
　
　
各
分
団
に
お
い
て
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
消
防
団
員
の
職
務
軽
減
、
負
担
軽

減
の
考
え
は
。

　
　
　
本
年
度
か
ら
中
継
送
水
訓
練
時
期

の
変
更
、春
の
夜
警
期
間
の
短
縮
、

春
季
検
閲
期
間
の
前
倒
し
、
夜
警
期
間
の

巡
視
や
パ
レ
ー
ド
の
廃
止
な
ど
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
機
能
別
消
防
団
の
考
え
と
導
入
の

考
え
は
。

　
　
　
団
員
減
少
や
時
間
帯
の
実
動
力
の

偏
り
を
補
う
た
め
、
導
入
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

問答答問答答問答答

　
　
　
来
場
者
数
、
売
上
と
も
に
増
加
し

続
け
て
お
り
、
今
後
一
層
の
発
展

を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
、
売
り
場
面

積
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。「
人
の
駅
・
川
の
駅
・
道
の

駅
協
議
会
」
で
の
協
議
の
中
で
、湯
川
村
、

株
式
会
社
湯
川
会
津
坂
下
と
と
も
に
最
善

の
方
法
を
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
交
流
人
口
や
移
住
定
住
増
の
た
め
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
体
験
型
の
返
礼
品
開
発

を
検
討
で
き
な
い
か
。

答

東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
状
況
は

国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
事
業

を
進
め
て
お
り
ま
す

　
　
　
東
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
、
現
在
ま
で
の
事
業
費
と
地
権

者
数
は
。

　
　
　
現
在
の
事
業
計
画
上
、
総
事
業
費

１
１
４
憶
６
，
６
８
０
万
円
で
、

令
和
６
年
度
末
の
執
行
額
が
67
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
地
権
者
数
は
４
７
５
名
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　
将
来
、
事
業
費
が
単
独
費
と
な
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
補
助
対
象
路
線
が
都
市
計
画
道
路

４
路
線
、
区
画
道
路
７
路
線
の
計

11
路
線
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
補
助
対
象

以
外
の
路
線
に
つ
い
て
、
町
の
単
独
費
等

で
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
選
挙
の
投
票
率
向
上
の
取
り
組
み
等
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問答答問答答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

佐
さ

藤
とう

　宗
そう

太
た

 議員

地
域
振
興
施
設
計
画
の
進
め
方
は

町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
施
設
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す

現
庁
舎
跡
地
の
利
活
用
は

中継送水訓練

道の駅あいづでの金上ピカ市

担
い
手
不
足
確
保
の
策
は
あ

る
の
か

安
定
的
・
効
率
的
な
経
営
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す

公
約
の
一
つ
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五
い が ら し

十嵐 正
まさ

康
やす

 議員

有
害
鳥
獣
対
策
の
現
状
と
課
題
は

遊
休
農
地
の
発
生
や
狩
猟
者
の
減

少
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す

　
　
　
※

ジ
ビ
エ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
廃

棄
か
ら
利
用
す
る
施
策
へ
転
換
し

て
は
。

　
　
　
現
在
捕
獲
し
た
個
体
は
、
町
有
地

や
許
可
を
得
た
私
有
地
に
埋
設
処

分
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。郡
山
市
、

西
会
津
町
に
お
い
て
は
制
限
区
域
の
一
部

解
除
に
向
け
た
動
き
が
進
ん
で
お
り
、
検

査
結
果
の
推
移
を
注
視
し
つ
つ
、
出
荷
制

限
解
除
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
ジ
ビ
エ
ポ
ス
ト

捕
獲
し
た
猪
な
ど
を
24
時
間
対
応
で
受

入
可
能
な
冷
凍
庫

こ
れ
も
質
問

問
ス
マ
ー
ト
農
業
創
業
の
支
援
は
。

問答答

小
お

畑
ばた

　博
ひろ

司
し

 議員

　
　
　
経
塚
古
墳
か
ら
出
土
し
た
馬
の
埴

輪
を
、
馬
肉
食
の
広
報
に
活
用
で

き
な
い
か
。

　
　
　
会
津
地
方
に
お
い
て
最
古
の
馬
の

存
在
を
示
す
物
的
証
拠
と
し
て
の

出
土
で
あ
り
、
か
つ
て
塔
寺
地
区
で
流や
ぶ
さ鏑

馬め

を
行
っ
て
い
た
こ
と
や
馬
の
競
り
市
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
昔
か
ら
馬
と
共
に

生
活
し
て
き
た
歴
史
が
伺
え
ま
す
。今
後
、

こ
れ
ら
の
歴
史
に
つ
い
て
も
馬
食
文
化
Ｐ

Ｒ
の
素
材
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。 問答答

　
　
　
有
害
鳥
獣
の
日
常
的
な
個
体
管
理

な
ど
、
新
た
な
対
策
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
対
策
の
鍵
を
握
る
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
に
は
職
員
２
名
も
加
入
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
新
た
な
人
材
の

育
成
に
努
め
、
体
制
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
通
学
な
ど
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
教
職
員
や
保
護
者
と
の
連
携
強
化

を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
な
対
応
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
気
柵
購
入
補

助
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
農
業
者
支
援
等

の
強
化
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

問答答

誰
に
も
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
実
現
す
る
か

全
町
民
が
生
涯
を
通
じ
て
自
分
ら

し
く
働
き
、
自
己
実
現
で
き
る
こ

と
を
後
押
し
し
ま
す

　
　
　
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
や
、
道
路
・

歩
道
な
ど
は
誰
も
が
使
い
や
す
く

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
障
が
い
を
持
つ

方
が
自
分
ら
し
く
生
涯
を
全
う
で
き
る
場

所
は
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
み
ん
な
の
ト
イ
レ
や
駅
前
ト
イ
レ

な
ど
に
つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
、
障
が
い
や
性
別
に
関
わ
り
無
く
誰

も
が
使
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
り
使
い
や
す

い
ト
イ
レ
と
な
る
よ
う
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
歩
道
幅
員
に
つ
き
ま
し
て
は
、

車
椅
子
が
す
れ
違
え
る
よ
う
原
則
２
ｍ
を

確
保
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
、
全
町

民
が
生
涯
を
通
じ
て
自
分
ら
し
く
働
き
、

自
己
実
現
で
き
る
こ
と
を
後
押
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問答答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

馬
の
埴
輪
を
町
の
Ｐ
Ｒ
に

Ｐ
Ｒ
素
材
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り

ま
す

温
故
知
新坂下出土の馬の埴輪

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

獣
害
対
策
の
今
後
は

安
心
安
全
な
住
環
境
を

新
た
な
人
材
の
育
成
に
努
め
、
獣
害
対

策
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

こ
れ
も
質
問

問
各
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
体

育
館
に
健
康
増
進
設
備
設
置
の
考
え
は
。

問
生
産
者
米
価
や
消
費
者
米
価
に
つ
い
て

国
に
提
言
せ
よ
。
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青
あ お き

木美
み き こ

貴子 議員

子
ど
も
や
高
齢
者
、障
が
い
者

を
含
め
た
支
援
は

町
民
が
地
域
で
寄
り
添
っ
た
暮
ら
し
に
対
応
し
ま
す

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

　
　
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
手
厚
い

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
医
療
費
補
助
等
、
施
設
や
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
方
に
対
す
る
支
援

は
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
内
で
支
え
て
い
る

家
族
に
対
す
る
支
援
、
施
設
や
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方
へ
の
支
援
と
い
う

視
点
で
は
、
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
い
切

れ
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
支
え
て
い

る
家
族
の
悩
み
を
共
有
出
来
た
り
、
交
流

出
来
た
り
す
る
場
も
含
め
、
生
活
に
関
す

る
相
談
や
助
言
な
ど
、
そ
の
他
生
活
全
般

に
関
す
る
総
合
的
な
支
援
を
行
い
な
が

ら
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
て
行
け
る
よ

う
、
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。 問答

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
今
後
は

持
続
可
能
な
形
で
提
供
出
来
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

　
　
　
人
口
減
少
に
伴
う
、
公
共
施
設
の

維
持
や
管
理
を
含
め
た
必
要
性
は
。

　
　
　

人
口
減
少
は
公
共
施
設
の
利
用

ニ
ー
ズ
や
維
持
管
理
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
、
従
来
と
同
規
模
の
施

設
を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
人

口
・
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
適
正
な
施
設

運
営
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
人
口

減
少
対
策
を
重
点
施
策
と
し
、
定
住
促
進

や
少
子
化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
施
策
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、

統
廃
合
や
再
編
、
地
域
拠
点
の
見
直
し
を

行
い
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
可
能
な

規
模
で
提
供
し
、
将
来
を
見
据
え
た
計
画

的
な
再
配
置
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

横
よこやま

山　智
ち よ

代 議員

問
　　
少
子
化
対
策
と
し
て
、
子
育
て
環

境
に
対
す
る
経
済
的
支
援
は
。

　
　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

利
用
料
の
助
成
、
遠
方
か
ら
の
出

産
時
に
お
け
る
交
通
費
の
助
成
な
ど
の
支

援
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
、
子
ど
も
を

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化

対
策
を
「
ま
ち
の
未
来
へ
の
投
資
」
と
と

ら
え
、
関
係
部
署
が
横
断
的
に
連
携
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問答

鳥
獣
被
害
の
現
状
と
対
策
は

注
意
喚
起
と
箱
罠
で
ク
マ
被
害
防

止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

問　
　
耕
作
放
棄
地
・
遊
休
農
地
の
現
状

と
対
策
は
。

　
　
　
本
町
の
遊
休
農
地
は
そ
の
多
く
が

森
林
に
接
す
る
地
域
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
里

山
の
森
林
農
地
の
整
備
は
、
ク
マ
の
出
没

抑
制
を
図
る
う
え
で
重
要
な
対
策
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
所
有
者
へ
の
意

向
確
認
や
適
正
な
管
理
の
指
導
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
通
し
た
利
用
権
設
定
の
推

奨
を
行
い
、
遊
休
農
地
の
解
消
を
進
め
る

と
と
も
に
、
森
林
環
境
交
付
金
や
森
林
環

境
譲
与
税
等
を
活
用
し
緩
衝
帯
整
備
を
含

め
た
森
林
整
備
を
進
め
、
人
と
鳥
獣
が
住

み
わ
け
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

問答

子
ど
も
を
核
と
し
た
子
ど
も
支
援
体
制
を

子
ど
も
が
健
や
か
に
、
安
心
し
て
育
つ
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す

子
育
て
支
援
の
充
実
を

子育てふれあい交流センター
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目
め

黒
ぐろ

　克
かつ

博
ひろ

 議員

ク
マ
対
策
の
内
容
は

町
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

　
　
　
ク
マ
被
害
に
よ
る
被
害
防
止
対
策

を
伺
う
。

　
　
　
本
町
の
ク
マ
出
没
状
況
は
、
人
的

被
害
が
発
生
す
る
非
常
事
態
で
あ

り
ま
す
。
県
か
ら
「
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
警
報
」
の
発
令
を
受
け
、
防
災
無
線
や

文
書
の
全
戸
回
覧
、
町
公
式
ラ
イ
ン
に
よ

る
注
意
喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、
目
撃
等

の
通
報
を
受
け
た
際
に
は
、
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
、
集
落
の
区
長
と
連
携
し
現
地

調
査
・
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
の
注
意
喚
起
、

花
火
に
よ
る
追
い
払
い
を
実
施
し
て
お
り
、

さ
ら
に
箱
罠
を
設
置
し
、
捕
獲
に
よ
る
個

体
群
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
冬
眠
し
な
い
ク
マ
の
出
没
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
方
々
へ

の
注
意
喚
起
を
継
続
し
、
箱
罠
に
よ
る
捕

獲
を
重
点
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問
防
災
無
線
で
流
す
時
報
曲
の
更
新
は
。

問
道
の
駅
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
」
開
設
の

考
え
は
。

問答答

　
　
　
除
雪
対
策
の
今
年
度
の
実
施
計
画

は
。

　
　
　
豪
雪
対
策
本
部
会
議
で
検
証
を
行

い
、
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
課
題

を
抽
出
し
各
課
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た

め
、
災
害
対
策
時
の
フ
ロ
ー
図
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
適
切
か
つ
迅

速
な
対
応
や
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
生
活
路
線
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
「
鶴
沼
野
球

場
北
側
」
の
駐
車
場
を
は
じ
め
「
都
市
公

園
等
」
に
雪
捨
て
場
を
常
設
し
ま
し
た
。

ま
た
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
・
作
業
員
等
の

人
員
不
足
が
生
じ
て
い
る
為
、
直
営
路
線

の
一
部
を
委
託
路
線
に
変
更
す
る
な
ど
、

安
全
第
一
に
生
活
路
線
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問答答

映
像
は
こ
ち
ら

か
ら
→

今
年
度
の「
除
雪
」対
策
は

必
要
に
応
じ
て
、
県
の
協
力
を
得
な

が
ら
対
応
に
当
た
り
ま
す

昨
年
度
を
振
り
返
り

議 会 の 動 き

● 議会改革特別委員会 ●
　議会をより身近で、効率的なものにする
ための「議会改革特別委員会」を12月9日
に開催しました。
　今回の会議で話し合われた主な内容は、
次のとおりです。

1.　町民の声を反映させる「モニター・
　　サポーター制度」
2.　 議会のデジタル化（DX）と効率化

1について、会津若松市への視察を計画して
おり、町民参加のあり方を深めていきます。
2について、現在、議員に配布されている端
末の活用はまだ十分とは言えません。画面
サイズの問題や通信環境など、今の庁舎で
は整わない条件もあります。そのため、新
庁舎への移転を見据え、最も効果的なタイ
ミングで本格的な導入・運用ができるよう、
しっかりと準備を進めていくことで合意し
ました。

● 議場の大掃除を実施しました ●
　12月24日、町議会議員全員で一年間よ
り良い町にするため、町執行部と議論を交
わした議場の大掃除を行いました。
　第４回定例会では新たなまちづくりの一
歩を踏み出すため、新庁舎建設用地の取得
も決議されました。
　議員一人一人、次年度への思いを込めて
作業を行いました。
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行　政　視　察　レ　ポ　ー　ト行　政　視　察　レ　ポ　ー　ト

み よ い ま ち にみ よ い ま ち に
総務産業建設常任委員会

〜住民サービス向上・活気ある町へ〜
10月22日〜24日

多方面での活用を知る

改革後の状況を聞く

神奈川県横須賀市役所

茨城県美浦村役場

　横須賀市では、産官学連携により医療ビッグデータを活用し、健
康リスクの予測や健康寿命延伸、保険料削減に取り組んでいます。
　また生成AIを用いた多言語対応や防災情報発信の準備も進めてい
ます。
　当町においても人材確保が困難な中、DXを活用して住民サービス
向上と業務効率化が課題であり、議会で更なるDX推進について議論
を深めていく必要があります。

　美浦村議会では、平成26年度のiPad導入を契機にICTを活用した
議会運営を開始し、行政・教育・住民を柱とした推進計画や、防災・
防犯に強い情報連携体制を整備してきました。
　また、YouTube公式チャンネルを開設し、議会内容の分かりやす
い発信や議員間の活発な意見交換を行っており、当議会でも参考と
して検討していきたいと考えています。

DXの推進

ＩＣＴを取り入れた議会改革

疑問を追求

埼玉県川島町役場

　川島町では、明治大学との共同研究を基に空き家対策をすすめ、
ワンストップ相談や0円空き家バンク、移住支援を組み合わせた「川
島モデル」を構築しています。所有者や物件特性に応じた包括的な
施策を展開し、住民・専門家・産官学の連携体制を整備しています。
　当町でも本事例を参考に、実情に即した空き家対策の検討を進め
てまいります。

官民連携による空家解消
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常　任　委　員　会常　任　委　員　会

み ん な が 住み ん な が 住
文教厚生常任委員会

〜幸せに暮らすために〜
10月1日〜3日

共生型コミュニティ

トコろん学力向上プロジェクト

障がい者の芸術活動支援

栃木県那須町　那須まちづくり広場

埼玉県所沢市役所

群馬県高崎市　工房あかね

　新白河駅からほど近い、旧朝日小学校を活用した施設で、カフェ
やマルシェ・介護施設・災害公営住宅を活用した賃貸住宅・校舎の
２階には様々な広さの住宅もあり、今時のニーズを捉えた活用方法
に感心させられました。百聞は一見にしかず、目からウロコでした。

障がい者の居場所づくり 東京都清瀬市　清瀬わかば会

　障がいがあっても豊かな生活ができるようにとの願いから生まれ
たこの施設は、幅広く障がい者支援に取り組んでいます。「18歳の
壁」解消など世間の要望に積極的に対応し、これからもチャレンジ
し続けていくとの強い方針を聞きました。

　３年前から小中学校において、「未来を切り拓く力」を育てること
を目的に事業を展開しています。
　こころを育てる教育に力を入れているようです。
　夏休みなどを活用し、地域の中～大学生が子どもたちに勉強を教
える塾を開催するなど、地域全体で学力向上に努めていました。

　工房では、障がい者の方々が時間や空間を気にすることなく、い
ろいろな表現方法を見つけ出していました。
　また別会場では展示会が開催されており、本人たちの説明を聞き
ながら作品に魅了されました。
　障がいの有無に関係なく、一人の芸術家として熱心に活動してい
る姿に心を打たれました。

施設内で営まれているカフェ

作品を紹介する入所者

所沢市職員の説明を聞く

代表の想いに関心



14

プロフィール
職業　農業
趣味　ドライブ・
　　　プラモデル作り
特技　料理

伊
い と う

藤　孝
こう

誠
せい

さん

二十歳のつどい　実行委員
プロフィール
職業　農業
趣味　狩猟

芥
あくたがわ

川　克
か つ み

己さん

鳥獣被害対策実施隊

「こんにちは、会津坂下町議会です」
このコーナーでは町民の紹介と共に、
「生の声」をお届けします。 声

をきく

町民の

🆀会津坂下町に住んで何年になりますか。
A高校卒業まで18年住んでおり、現在は学

業のため町外に住んでいます。
🆀町の魅力はどこですか。
A自然豊かで、身近に自然を感じることが

できるところです。
🆀20歳を迎えての感想はいかがですか。
A社会人になるための第一歩になる年だと

感じました。
🆀この町に対して貢献したいことなどはあ

りますか。
A若者が農業に携わってもらえるような活

動をしたいです。
🆀議会に対して期待することなどあります

か。
A子どもたちがスポーツができる環境を増

やしていただきたいです。

🆀会津坂下町に住んで何年になりますか。
A76年間です。坂下町から離れたことはあ

りません。
🆀これからやっていきたいことは何ですか。
Aクマによる人身事故があったので、地域

住民を守りたいです。
🆀大変なことは何ですか。
Aクマの出没が多い為、出動回数が多いこ

とです。
🆀町の魅力はどこですか。
Aイベントが充実している所。住みやすい

所です。
🆀議会や町に対して思うことは何ですか。
A我々実施隊は農作物を守ることが使命で

したが、今は人命を守ることが使命であ
ります。実施隊の設備の充実をお願いし
たいです。
　また、ガバメントハンターの育成に努
めていただきたいです。
　最後に緊急銃猟のマニュアルを作って
いただきたいです。

◎申込方法◎
　実施希望日の３週間前までに、議会事務局へお申し込みください。
　お申し込みの際は、所定の様式に記入していただく必要があります。右記HPからダウン
ロードしていただくか、事務局までお問合せください。

会津坂下町議会事務局　　電話　８４－１５０７
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プロフィール
職業　中学校教諭
趣味・特技　ドライブ、
　　　　　　乗馬

栗
く り た

田　真
ま ほ

帆さん

プロフィール
職業　会社役員
　　　（食品加工販売）
趣味　バイク・温泉

力
りき

武
たけ

　柾
ま さ と

人さん

りんご祭り実行委員会代表会津坂下町OG

“ばんげ”の明るい未来のために

ぜひ私たちと一緒に「ばんげの明るい未来」について語り合いましょう！皆さんの声をお聞かせください！

🆀会津坂下町に住んで何年になりますか。
A13年です。今は郡山市に住んでおり、中

学校の理科の先生として働いています。
🆀これからやっていきたいことは何ですか。
A自分の時間を大切にしつつ、子どもたち

に良い教育ができるように経験を積んで
いきたいです。自分の授業を受けて理科
好きになってくれる子どもが少しでも増
えてくれたらいいなと思っています。大
学で学んだことに加え、実体験を通して
自分の知識をさらに増やしていきたいと
考えています。

🆀町の魅力はどこですか。
A初市や秋祭りなど、お祭りが盛大に行わ

れるところだと思います。
🆀議会や町に対して思うことは何ですか。
A議会：町探検や職業体験、総合学習など

で地域が学校教育に協力するなど、教育
と地域が密に関わっているところが坂下
町のいいところだと思います。子どもの
キャリア教育のためにも、今後も教育に
力を入れてほしいです。課題はあると思
いますが、部活動の地域移行が町全体で
協力して進んでいってほしいです。
町：自分が小中学生のころに比べると、
お祭りの規模などが小さくなって活気が
なくなっているような気がします。今後
もこの町に住みたいと思えるように、町
民の声に耳を傾け、よりよいまちづくり
を行ってほしいです。

🆀会津坂下町に住んで何年になりますか。
A令和4年に移住し、4年になります。
🆀活動内容を教えてください。
A外部クリエイター「ツキトユズ」との協

働により、りんごをテーマにした会場作
りやオブジェ製作、地元の方々が作った
農産物、ハンドメイドや作品の販売、地
域で活躍されているアーティストの方々
によるパフォーマンスを企画・実行しま
した。

🆀これからやっていきたいことは何ですか。
A「りんご祭り実行委員会」の次年度は、

企画内容の更なる磨き上げを行っていき
たいと考えています。
　また、演出面・独自のコンテンツ強化
など、来場者の期待を超える感動を提供
できるようなイベントを目指します。

🆀町の魅力はどこですか。
A生活する中でこれといった不便がなく、

とても住みやすいところです。
🆀議会や町に対して思うことは何ですか。
A若い方の移住定住の働きかけはもちろん

ですが、町から出て行かない施策・働く
場所の事業所の推進等を重点的に取り組
んでもらいたいです。

ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！ばんげ未来トーク派遣依頼募集！！
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かわいい苔玉づくり

「新緑の健康ウォーク」四季の里緑水苑

ブリティッシュヒルズマナーハウスツアー

みんなのひろば

50代から70代の女性が多く参加しています。
活動内容によって男性も参加しています。
茶話会も定期的に開いていて、世間話はもち

ろん、活動の感想や次回何をやるかを楽しくお
しゃべりしながら、みんなで話し合っています。

みんなで楽しく笑顔・元気で活動しています！

今回は、広報広聴特別委員の佐藤宗太が
取材に伺いました。
広瀬地区のみなさん、広瀬deよりみち事
業に参加しませんか？50代から70代のみ
なさんが中心で、毎月楽しく取り組んでい
ます。
今後も広報広聴特別委員が取材に伺い
ますので、よろしくお願いします。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！

広瀬deよりみち
コミセン事業

広瀬コミュニティセンター
事務局　五十嵐正和　さんより
ちょっとよりみちしていこう。そんな
感覚で気軽に寄ってみてください♪　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
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に
お
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れ
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て

は
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。
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～
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、
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の
で
、
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ご
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よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
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げ
ま
す
。

（
佐
藤 

宗
太
）

広瀬deよりみち事業は、コミセン事業で、
今年度4月に立ち上がりました。
月に1回活動しています。年齢・性別は問

わず誰でも好きな時に参加できます。

広瀬deよりみち髙畑郁子さん
『笑顔♪・元気！』をモットーに楽しく笑
顔で活動しています。ふと思い立った時
に「よりみち」していきませんか？

10月

5月

6月


